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論文の内容の要旨 
 
 陳氏の博士学位論文は、台湾と日本、両国の大学で日本画を学んだ筆者の経験において、現代の日本
画教育の課程では「水墨表現」が等閑視されていると感じたことに端を発して執筆されたもので、画紙
の特質を活かした水墨表現と岩絵具の併用に新しい表現の可能性があるとし、資料調査と実験制作によ
ってその論拠を明らかにしたものである。その要旨は以下のとおりである。 
 
（要旨） 
 本論文は、台湾と日本、両国の大学において日本画を学んだ筆者が、現代の日本画教育では水墨表現
を等閑視していると感じたことに端を発したものである。 
 そこで本論文では、その論拠を明らかにするための資料調査と、絵画に用いられる「画紙」に焦点を
当てた技法と材料の両面に関わる実験制作をもとにして考察を行っている。そして、本研究で得られた
「画紙」の用い方に対する意識を、筆者および日本と台湾の日本画制作者のために提言したいとしてい
る。 
 本論文は、日本画制作者である筆者の視点から、画紙の特質を活かした絵画技法、とりわけ水墨画技
法の可能性を探ったもので、その研究方法は大きく２つに分けられている。一つは本研究テーマを裏付
けるための書籍資料および書簡の調査と分析（第１章から第４章）で、もう一つは筆者自らの制作経験
を基にした実験制作による実証的考察と分析（第５章）である。 
 序章では、本研究テーマを設定するまでの背景、先行研究、本研究の目的と意義、構成などを述べて
いる。そして現代の日本画教育において、水墨表現が等閑視されていることを指摘した上で、今後の日
本画制作においては水墨表現の再認識や再評価が必要ではないかとの仮説を踏まえて、３つの目的を設
定している。   
 第１章では、今日の日本画で用いられている画紙について、資料調査と文献の分析を行っている。日
本画の表現における絵画形態と支持体の関係、戦後の画紙と制作の関係、日本画における画紙の重要性
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について、資料を分析してその根拠を示している。そして、明治時代から戦後までの展覧会における絵
画形態と支持体の変遷を検証し、作品形態と画紙との関係が密接な関係にあることを明らかにしている。
その結果、近代日本画と現代日本画における画風の変遷の背景には、絵絹から画紙に移行した支持体の
変遷と、新しく開発された岩絵具、厚塗りに耐えられる強靭さをもつ麻紙の抄造があったと指摘してい
る。 
 第２章では、大正時代における日本画用画紙の開発について、製紙家・初代岩野平三郎を主に資料調
査を行い考察している。近代における画紙の使用状況を分析した上での画家の表現に合わせた画紙の開
発、新しい岩絵具の開発とともに、初代岩野平三郎による新しい日本画用画紙の抄造活動と麻紙の復活
による大型作品の出現、とりわけ日本の麻紙の復活が与えた影響（岩絵具による厚塗り表現を可能にし
たこと）について考察している。その結果、大正時代以降の日本画家および日本画制作に多大な影響を
与えた功績から、単なる製紙家にとどまらない重要な人物であると評価している。 
 第３章では、日本画家と製紙家・初代岩野平三郎の交流について、書簡資料および手記を調査し、近 
代の日本画家が求めた表現と画紙の関係について分析している。そこには現代では見られなくなった画
家と製紙家の関係などの作品制作の背景があることを明らかにしている。    
 第４章では、和紙の特質を活かした画家の表現、とりわけ「墨を滲ませる技法」を駆使していた３名
の近代日本画家が開発した画紙と水墨表現との関わりについて論考している。なかでも自らの技法に合
う画紙を製紙家に注文し、その画家の名前が付いた画紙を開発させた竹内栖鳳、横山大観、小杉放庵の
３名の表現について考察し、画紙と技法が極めて密接な関係があることを明らかにしている。そして画
家にとっての表現には画紙の性質を理解することが必須事項であると述べている。 
 第５章では、画紙とドーサの効果、画紙の特質と水墨表現との関わりについて明らかにするために、 
「墨の滲み」という画紙の特質に着目した筆者の制作を例示して分析している。前章までで獲得した緒
知見に基づき、画紙の特質である「滲み」を、「滲まない」状態にする「ドーサ引き」の方法を調整する
ことによって得られる技法的効果と、それらを駆使して制作している筆者の作品の制作プロセスについ
て実験を行っている。その結果、筆者の制作方法である、画紙本来の持つ特質を活かしている水墨表現
は非常に効果的で重要なものあるとし、岩絵具による表現との併用技法には、現代日本画における技法
上の可能性が含まれていると述べている。 
 終章では、以上の考察および実験制作から導き出された本論文の結論を示した上で、今後の研究課題
と展開についてまとめ、水墨表現と岩絵具による制作方法の併用に、今後の日本画の作品制作に向けて
有効な結論を得ることができたと結んでいる。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、日本画制作者である筆者が、母国台湾で学んだ絵画技法と、本学に留学して知り得た現代
日本画技法との差異に、理解を示しながらも制作者として違和感を感じたところを起点としている。そ
の違和感を研究の推進力に転用するために、数多くの資料に基づいた丁寧な考察と詳細な分析を繰り広
げ、先行研究等の資料を活用しながら実験制作を繰り返した。 
 制作者の視点を持つ筆者が、画紙と水墨表現の関わりに見られる近代日本画家の表現の工夫と独自性
を明らかにし、今後の日本画制作に対する展開の可能性を示したという点は高く評価できる。その結果
導きだされた結論の評価を下記にまとめた。 
1. 筆者は母国台湾の国立台湾芸術大学で学んだ「膠彩画」と、本学留学によって学んだ「日本画」 
の双方の学習経験に基づき、本論文の考察および論考を行っている点で、個人的な感覚による考
察部分も含めて、非常に説得力がある。 
2. 画紙の歴史面からの考察における、明治時代から戦後までの展覧会での絵画形態の資料調査と詳
細な分析は、これまでにない資料として貴重であると認められるものである。 
3. 現代日本画で用いられる和紙の生産地の一つである福井県越前市の製糸場に出向いた現地調査に
より、近代の画家が依頼した画紙のサンプルを入手し、その構造などを分析し有効な実験結果を
得た点は評価できる。 
4. 筆者は、本研究で仮説とした「画紙の特質を活かした水墨表現」の有効性を試み、その効果を実
証するために自作品に積極的に取り入れ数多くの展覧会に発表している。その応募結果も非常に
良く、数多くの入選、受賞などの成果を得ている点は評価できる。 
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 以上の通り、本研究は、日本画制作者でもある筆者の「感覚的な違和感」を、「資料に基づく調査・分
析」と「実験制作に基づく考察・分析」という「客観的な裏付け」をもたらす２つの研究方法によって
結論を導きだしたもので、作品を制作する筆者ならではの説得力を持った有意義な研究になったと高く
評価できる。 
  
平成 29年 1月 16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
